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 平成25年3月 35年3月 45年3月 
道路橋 
（橋長2m以上） 約18％ 約43％ 約67％ 
トンネル 約20％ 約34％ 約50％ 
河川管理施設 
（国管理の水門等） 約25％ 約43％ 約64％ 
下水道管きょ 約2％ 約9％ 約24％ 
港湾岸壁 
（水深-4.5m 以深） 












































































検査方法 波の種類 主な用途 
垂直法 縦波 内部欠陥の探傷，厚さ測定，材料特性評価 
垂直法 横波 内部欠陥の探傷，音響異方性の測定（音弾性） 







板波法 SH波，ラム波 薄板や管の探傷，剥離や堆積物の検査 
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(3) Tᙧ表㠃 SH波ࢭࣥࢧ 5) 





















































 DJ tttT AAA  11  (3) 
 EJ tttT AAA  22  (4) 
となる．このとき受信子間距離での伝搬時間差ΔTAは， 
 )()( 12 DE ttttT AAA  '  (5) 
となる．同様に送信子Bによる逆方向の伝搬について，
受信子間距離での伝搬時間差ΔTBは， 












(4) T形表面 SH波センサの性能 
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(4) T形表面 SH波センサの性能 











































































 㛤発した T 形表面 SH 波センサの性能について，௨ୗ
に㏙࡭る．いずれࡶ，㌾鋼 SS400 ᅽ延ᯈからᅽ延方向を
㛗ᡭ方向にྜわせて切りฟしたࡶのを試験片としている．










はᑠさくなった．௨ୖのことより，T 形表面 SH 波セン
サでは接触媒質の厚みなど接触≧ែによる影響を軽減で
き，෌⌧性の高い音速測定が可能である． 
 次に接触媒質の影響について示す．表面 SH 波音弾性
法では，⢓性の高い接触媒質を用いなけれࡤならないた
め，センサをタ置ᚋ，音速がᏳ定するまでᚅつᚲ要があ










 最ᚋに，万能試験  ᶵ (ᓥὠ〇సᡤ UH-FA500kNA)を用







値 125.8MPa にᑐし，音弾性測定値は，123.4±4.6MPa で
あり，ࡦずみࢤージ法を基‽としたሙྜの誤差は 5MPa
௨ୗとなり，そのᶆ‽೫差は 2.2MPa であった．この⤖
ᯝからࡶ，T 形表面 SH 波センサの᭷用性が実ドされた．
また，T 形表面 SH 波センサの音速の測定精度は，0.1 
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